
選択科目Ⅱ-２ ＢＣＰの策定 

 

① 下線部の表現は重複が見られます。「 首都直下型地震等で予測される「・・・」で良いと思

います。 

② 前段で 予測される」といっているので削除。 

 

 

③ 前文の評価の留意点を言っているのですかね。そうであるならば、「 評価にあたっては」

といった文言を付けると良いと思います。さらに、後述は行動が選定になっているので、

一回切ると良いと思います。例えば、「 評価にあたっては、市民や財政等の影響をできる

だけ定量化する。これらの評価に基づき、社会機能維持・・・」とかどうでしょうか。 

 

 

④  調査し「・・・調査する」になっています。前段は「 「・「・・整備状況を把握する。」にし

①  

②  

③  

④  



て一回切ると良いでしょう。 

 

 

 

⑤ 協働体制を構築することは、BCPの内容ではありませんか。ここで書くのは、業務手順

ですから、検討体制を構築することを書くべきではありませんか。 

⑥ また以降も同様で、BCPの内容になっていませんか。 

 

 

⑦ 手順全般に言えることですが、策定に必要な手順を書きましょう。ここでは、小見出し

に基本方針の作成とあるので、「 ○○を踏まえ、基本方針を策定する。」といった具合に

やることを書きましょう。 

⑧ これはおそらく留意事項として書いていると思いますので、文末は「 「・・・ことに留意

する」といった表現が良いと思います。 

⑨ こっちは、工夫点として明記してはいかがでしょうか。⑧と同様に、文末を「 基本方針

には、・・・抑止する考えを盛り込むなどの工夫を施す。」として、ここが工夫点なんだ

ということを示しましょう。 

 

 

⑩ BCPなので施策というより、非常時優先業務の検討ではないでしょうか。 
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⑪ 工夫点なので、⑨と同様です。また、「 やること」→「 工夫点」の構成が良いと思います。 

⑫ これも手順というより、BCPの内容ですね。書くのであれば、工夫点や留意点として書

きましょう。 

 

 
⑬ 具体性がなく、何をするのか分かりづらいです。 

⑭ PDCAが難しいと言っているにもかかわらず、メンテナンスが必要というのは矛盾して

いるように見えます。 

 

 

⑮ 関係者としていますが、対象が市民しかいないです。関係者の対象をもう少し増やすと

良いと思います。例えば、「 関係部署や関係する自治体に対しては、客観的な情報に基づ

き協議を行う。住民に対しては、自治体の一方的な情報提供だけでなく、ワークショッ

プやパブリックコメントを通じて双方向の意見交換を行い調整する。」などいかがでし

ょうか。これは、必須課題Ⅰの倫理と同様に、使いまわしがききますので参考にしてく

ださい。 
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